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【内容要旨】（１，２００字以内） 

【背景】授乳とは、乳汁（母乳）を子どもに与えることであり、授乳は子ども

に栄養素等を与えるとともに、母子・親子の絆を深め、子どもの心身の健やか

な成長・発達を促す上で重要である。特に、母乳は新生児や乳児にとって最良

の栄養であり、乳児期の消化や代謝への負担、感染症の発症リスク低下、小児

期の肥満や 2型糖尿病の発症リスク低下など、子どもの健康に対する多くの利

点が報告されている。 

一方、母乳育児を行うことにより、母親の健康に対しても多くの利点がある

ことが示されている。母乳育児が母親に及ぼす短期的な効果としては、オキシ

トシンの作用による子宮復古の促進や産後うつ予防の効果が知られており、ま

た、長期的な効果としては乳がんや卵巣がん発症リスクの低下、インスリン感

受性の改善効果による糖尿病発症の予防効果、心血管疾患の発生リスクの低下

が欧米からの研究で示されている。日本人では、母乳育児の期間が長いほど母

親の死亡リスクが低下するという報告があるものの、これまでに母乳育児の有

無と生活習慣病の発症（糖尿病、高血圧、メタボリックシンドロームなど）や、

がん死亡、脳心血管疾患による死亡との関連を詳細に評価した研究はない。 

【目的】山形県地域の女性において母乳育児の有無と生活習慣病発症、がん死

亡、脳心血管疾患による死亡との関連を明らかにする。 

【対象と方法】本研究は、2009 年～2015 年に特定健診を受診した山形県地域

住民の中で、山形県コホート研究に参加・同意した人のうち、ベースライン調

査で、母乳育児の有無について有効な回答が得られた 11,112人の女性（平均年

齢 61.4 歳）を対象として行った。研究参加者の母乳育児の有無と、ベースライ

ン時の特定健診受診時の血圧や現在の服薬状況、喫煙、飲酒についての回答状

況をもとに、その後の生活習慣病発症、生命予後との関連を検討した。全ての

統計解析は、JMP® Pro  16.1.0 Microsoft Windows 11 Pro 64-bit（SAS 

Institute Inc.）を使用して実施した。p<0.05 を統計学的に有意と定義した。 

【結果】本研究の対象者において、母乳育児ありの群は、母乳育児なしの群に

比べて年齢と BMI が低く、高血圧と脂質異常症の割合が少なかった。また、

カプランマイヤー解析において、母乳育児ありの群は母乳育児なしの群よりも

総死亡、脳心血管死亡において有意に生存率が高いことが示された。更に、COX

比例ハザードモデル解析において、脳心血管死亡に関しては、母乳育児なし群

に比較して母乳育児あり群で有意にハザード比が低いことが示された。 

本研究の限界として、山形県地域の女性のみを対象としていること、先行研

究に比して対象人数やイベント発生の定義、人種の違いなどの影響があったこ

と、また、死亡イベント数が少なく、検出力が不十分となった可能性が考えら

れる。 

本研究において、日本人女性、特に山形県地域の女性においては、母乳育児あ

りの女性において、脳心血管死亡が低下する可能性が示された。（1183文字） 
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